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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 コイル状のろ過装置と選択性の高い吸着剤を活用したホウ素除去技術の開発を目指した研究であり、

水質規制対応技術に対するシステム開発に成功している。ホウ素の暫定排水基準の適合への対応が困

難な特定業種（例えば、温泉業やメッキ業）においても採用できる可能性のある新技術の提案であり、

今後の展開に期待できる。また、選択性のある安価な吸着剤の製造に成功しており、実排水を対象と

した処理実験においても、設定した目標を達成できている。一方で、バネの隙間と吸着剤を組み合わ

せた効果の原理的な解釈や吸着・脱着における操業条件への適用性については、さらなる検討が必要

である。今後は、コスト面も考慮しながらホウ素除去技術の高度化をはかり、社会実装に向けてメー

カーと協働して実用化されることを期待する。 

 

 


